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実施報告 
 
はじめに、本プロジェクト推進委員会委員長（大竹）より、シンポジウムの趣旨説明を含め

た開会あいさつが行われ、続いて、本プロジェクト推進責任者（伊藤）から、本プロジェクト

についての基調報告がなされた。 
 シンポジウムにおいては、保護者の立場から新堀氏、小学校校長の立場から吉本氏、行政の

立場から太田氏、教員及びコーディネータの立場から田中氏が話題提供を行った。次に、特別

支援学校校長という立場から松浦氏、通級担任という立場から三浦氏、学生の立場から筒井氏

が指定討論を行った。 
参加者は、外部から、保護者６名、教員 10 名を含む、約 40 名。関係者が約 20 名だった。

アンケートの自由意見によると、このシンポでの発表・意見を、他の教員に聞いてもらいたい、

管理職にも聞いてもらいたい、他の大学教員に聞いてもらいたい等、概ね好評だった。また、

専門（障害児教育関係）以外の方の参加が欲しい、中学の話も聞きたかった、冊子を分けてほ

しい、ホームページをもっと充実させてほしい、など、今後の活動の参考になる意見もいただ

いた。 
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